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県
平
和
委
員
会
は
五
月
三
十
一
日
、

０
九
年
度
総
会
を
開
催
し
「
戦
争
の
な
い

日
本
づ
く
り
」
を
決
め
て
い
る
日
本
国
憲

法
を
実
践
し
憲
法
改
悪
反
対
の
闘
い
の

強
化
、
組
織
と
運
動
の
強
化
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
日
本
平
和
委
員
会
の
岩

月
康
範
事
務
局
次
長
が
「
定
期
大
会
決

議
案
」
に
触
れ
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
の
「
核

兵
器
廃
絶
宣
言
」
や
「
非
同
盟
運
動
」
な

ど
、
平
和
の
流
れ
が
本
流
に
な
り
つ
つ
あ

る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。 

そ
の
あ
と
、
各
地
域
平
和
委
員
会
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

赤
磐
平
和
委
員
会
か
ら
は
千
人
に
一

人
の
会
員
組
織
に
一
番
近
い
地
域
組
織

に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
恒
例
の
足
王
神
社

で
の
平
和
署
名
活
動
で
は
、
今
年
は
十

一
名
が
参
加
し
た
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。 

西
大
寺
平
和
委
員
会
か
ら
は
平
和

新
聞
の
切
り
抜
き
を
使
っ
て
学
習
会
を

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し

た
。 東

岡
山
平
和
委
員
会
か
ら
は
「
約

二
年
、
毎
月
十
一
と
二
十
一
日
に
、

冬
は
五
時
か
ら
、
夏
は
六
時
か
ら
戸

別
訪
問
の
署
名
を
取
っ
て
い
る
。
一
回

の
行
動
で
二
十
筆
か
ら
三
十
筆
と
れ

る
」
等
の
経
験
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

総
会
は
名
誉
会
長
に
中
尾
元
重
、

会
長
に
大
西
幸
一
、
副
会
長
に
河
重

寛
子
、
三
宅
克
幸
、
事
務
局
長
に
藤

田
滋
、
事
務
局
次
長
に
谷
口
朋
美
の

各
氏
を
新
た
に
選
出
し
て
終
わ
り
ま

し
た
。 

津島平和委員会 
６月９日「９の日」宣伝行動 
 津島平和委員会では、「憲法９条を守る岡山北セ

ンター」として毎月９のつく日に宣伝と署名行動をして

います。この地域では地域の幅広い人に呼びかけて

「９条の会」が、いち早く０６年４月に岡北に、９月には

津高に、０７年４月に津島で発足しています。今回は

６月９日に宣伝行動をしました。 

 事務局の三宅さんは「今回は参加者が５人でした。

３０筆が集まり、ビラも５０枚配りました。２グループで

行動したのですが、留守宅が多かったけれども、家

族署名がとれたので、いつもより数を多くとれました。

いつもはなかなかこのようには行かないんです」と話

していました。 

６
月
１
３
日
・
１
４
日
に
大
阪
箕
面
市
で
開
催
さ
れ
た

創
立
６
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
定
期
大
会
は
、
２
年
連
続

で
会
員
、
読
者
、
平
和
運
動
す
べ
て
で
前
年
を
上
回
る
現

勢
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
に
向
け

て
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
」
署
名
を
１
人
最
低
２
０
筆

を
目
標
に
取
り
組
み
、
憲
法
の
輝
く
平
和
な
日
本
を
め

ざ
し
て
日
米
軍
事
同
盟
な
く
せ
の
世
論
を
盛
り
上
げ
、

２
０
１
０
年
に
２
万
人
の
会
員
・
読
者
を
実
現
し
よ
う
と

誓
い
あ
い
ま
し
た
。
岡
山
県
選
出
の
全
国
理
事
に
河
重

寛
子
さ
ん
、
藤
田
滋
さ
ん
、
中
四
国
担
当
の
常
任
理
事

に
引
続
き
中
尾
元
重
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 ２
０
１
０
年
に
向
け
た 

運
動
方
針
を
決
め
る 

新会長大西幸一氏 あいさつ 

県平和委員会会長として長い間、平和運動をリードしてこられた中尾

元重さんの後を受けて会長になりました。 みなさんのご支援・ご協

力を宜しくお願いします。 

 日本平和委員会は、今年創立６０周年を迎えました。まさに、日本

と世界の平和の願いを実現するために逆流と闘う中で生まれ、闘う中

で発展した歴史と伝統を持つ組織です。 

 私は、憲法の「平和のうちに暮らす権利」や「戦争放棄」など世界

に誇る条項を守るために、平和委員会の役割の大きさを改めて自覚し、

この崇高な課題のために全力で取り組み、与えられた任務に取り組む

決意です。 

 世界の平和への願いを実現するために、１９４９年４月に「世界平

和擁護大会」が開かれた。アメリカ占領により日本代表が送ることが

出来ず、これに呼応して日本で「平和擁護大会」が開催されました。

この大会を期に「平和を守る会準備会」が結成され、今日の日本平和

委員会に発展しました。 

 憲法九条を持ち、唯一の被爆国の日本が、いまこそ平和への大きな

流れを確固たるものにする先頭に立つ時ですが、自民、公明、民主の

各党は、憲法を改悪して「戦争する国」を競い合い、社民党も憲法違

反の「日米安保と自衛隊」を容認するなど世界の平和の流れに逆行し

ています。 

 来年は、６０年安保から５０年、核不拡散条約再検討の年、憲法改

悪に道を開く「調査会」と「国民投票法」が効力を発するなと平和に

とって重要な年です。 

 平和への課題は山積しています。６０年の伝統に確信と誇りを持ち、

県内の全ての市と区や職場・学園に「平和委員会」を確立して、各平

和委員会が広く学習会を開き、憲法改悪阻止、核兵器廃絶、「軍事費

を削って暮らしを守る」など「よく学び・よく闘う平和委員会」とし

て発展するようみなさんと頑張りたいと決意しています。 
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７月１６日(木)  寒河バス停（引継ぎ） － 日生支所 － 住吉神社 － 備前市役所 

        12:00-12:30       14:00-14:20    15:40-16:00    17:00 

７月１７日(金) 備前市役所 － リフレセンター － 西鶴山公民館 － 長船支所 －  

         9:00-9:20      10:20-10:40      11:40-12:00    12:50-13:40 

瀬戸内市役所 ― 大    富 － 西大寺支所 

14:40-15:00     15:50-16:10    17:00 

７月１８日(土) 西大寺支所 ― 円山ハピータウン － 東山原爆慰霊碑 ― 岡山県庁 

        9:00-9:20        12:10-13:10     14:00-14:50         15:40 

７月１９日(日) 岡山県庁 － 岡山市内行進   ―   岡山市役所 

        9:30-10:00             15:30 

７月２０日(月) 岡山市役所 － 西市公園 － コープ大福 － 箕島神社 － 早島町役場 

        9:00-9:20   11:00-11:15   12:15-13:00  14:10-14:30    15:00 

７月２１日(火) 早島町役場 － セブンイレブン帯江店－ ハーモニー倉敷 － コープ倉敷北 －  

        9:00-9:20       10:15-10:30        11:25-11:45        12:40-13:40 

倉敷美観地区 － 倉敷市役所 

                 15:00 

７月２２日(水) 倉敷市役所 － 水島支所 － 連島公民館 － 旧霞橋西詰    

     9:00-9:20    12:00-13:00  14:20-14:35     15:30      

７月２３日(木) 総社市山手支所 ― コープ総社東 － 総社市役所 － 清音支所  

        8:45-9:00       9:45-10:10    10:40-11:10   12:30-13:30 

                真備歯科診療所 ― 倉敷市真備支所 

        14:15-14:25        15:45 

７月２４日(金) 船穂公民館 － 玉島支所 － 金光支所（浅口市） 

        9:00-9:20         12:00-1300     15:40 

７月２５日(土) 金光支所 － コープ鴨方 － 浅口市役所 － 里庄町役場 － 笠岡市役所 
        9:00-9:20   10:25-10:45   11:20-11:40  12:30-13-30      15:40 
７月２６日(日) 笠岡市役所 － 金浦小学校 － 城見小学校 － 白塚 － 大津野石樋公園 
        9:00-9:20       9:45-10:00     10:40-11:40          12:30(引継ぎ) 
         

 

０９年 世界大会 参加費のお知らせ 

世界大会広島  全国代表５５００円 被爆者・障害者３０００円 学生２５００円 高校生２０００円 

世界大会長崎  全国代表１４５００円 被爆者・障害者８５００円 学生７０００円 高校生３５００円 

広島大会→長崎大会 全国代表１８０００円 被爆者・障害者９５００円 学生５５００円 高校生５０００円 

 

日
本
平
和
委
員
会
は
、
６
０
年
前
の
１
９
４
９
年
４
月
、
「
パ
リ
・
プ
ラ
ハ

平
和
擁
護
世
界
大
会
」
に
呼
応
し
て
開
催
さ
れ
た
「平
和
擁
護
日
本
大

会
」
を
契
機
に
誕
生
し
ま
す
。
当
初
は
「
日
本
平
和
を
守
る
会
」
で
し
た

が
、
１
９
５
２
年
９
月
に
「
平
和
擁
護
日
本
委
員
会
」と
名
称
を
変
え
、
１
９

５
６
年
６
月
に
現
在
の
日
本
平
和
委
員
会
と
な
り
ま
す
。 

岡
山
県
の
平
和
運
動
も
、
平
和
擁
護
、
再
軍
備
反
対
、
全
面
講
和
促

進
な
ど
の
要
求
を
掲
げ
た
全
国
の
流
れ
を
受
け
て
高
揚
し
、
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
・
ア
ピ
ー
ル
署
名
や
「
戦
災
記
念
岡
山
市
平
和
祭
」
に
取
り
組
む
中
で

「
岡
山
平
和
を
守
る
会
」
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
１
９
５
１
年
５

月
の
結
成
に
あ
た
っ
て
は
県
下
多
く
の
労
働
組
合
や
宗
教
団
体
か
ら
募

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
当
選
し
た
ば
か
り
の
三
木
行
治
県
知
事
か
ら
も

多
額
の
カ
ン
パ
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

結
成
総
会
で
は
、
①
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
ア
ピ
ー
ル
の
署
名
運
動
を
打
ち

切
り
、
ベ
ル
リ
ン
・
ア
ピ
ー
ル
署
名
運
動
一
本
に
す
る

。
②
平
和
擁
護
日

本
委
員
会
と
の
関
係
は
、
岡
山
平
和
を
守
る
会
の
独
自
性
を
活
か
し
な

が
ら
、
平
和
運
動
の
発
展
強
化
の
た
め
に
連
絡
提
携
す
る
。
な
ど
の
運
動

方
針
を
決
め
て
い
ま
す
。
事
務
所
は
、
現
在
も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
岡

山
市
城
下
の
禁
酒
会
館
に
置
き
ま
し
た
。 

「
岡
山
平
和
を
守
る
会
」
は
そ
の
後
１
９
５
２
年
１
２
月
、
「
岡
山
県
平
和

連
絡
協
議
会
」
（
平
連
協
）
に
改
組
し
て
機
関
紙
『へ
い
わ
』を
発
行
し
、
県

下
平
和
運
動
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。 




ベ
ル
リ
ン
・ア
ピ
ー
ル
＝
第
２
回
平
和
擁
護
世
界
大
会
（
１
９
５
０
年
・

ワ
ル
シ
ャ
ワ
）で
設
置
さ
れ
た
世
界
平
和
評
議
会
が
１
９
５
１
年
２
月
、
ベ

ル
リ
ン
の
第
１
回
総
会
で
採
択
し
た
ア
ピ
ー
ル
の
こ
と
。
米
、
英
、
仏
、
ソ
、

中
の
５
大
国
に
よ
る
平
和
協
定
の
締
結
を
要
求
す
る
署
名
運
動
を
呼
び

か
け
て
い
る
。 

 


